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(57)【要約】
【課題】少ない可動部品で光源の光軸方向を調整可能に
でき、また、光源保持体の後方の寸法を縮めてコンパク
ト化を図ることができる室内照明装置を提供すること。
【解決手段】光源５を支持した光源保持体７を球面同士
の当接によりベゼル３のガイド面３ｂに旋回可能に支持
させ、光源保持体７の旋回により光の照射方向を調整可
能にしたことで、少ない可動部品で光源５の光軸方向を
調整可能にでき、また、光源５への給電路に、球面状の
光源側接続端子９と、この光源側接続端子９に対して摺
動可能に弾性接触する電源側接続端子１１とを介在させ
ることで、光源保持体７の旋回時に給電線が振られるこ
とがなくなり、光源保持体７の後方の寸法を縮めてコン
パクト化を図ることが可能になる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明光出射用の開口とこの開口の後方側に曲率中心を持ち前記開口の周囲に連絡する球
面状のガイド面とを形成され室内の内装部材に固定されるベゼルと、
　前記ガイド面に摺動可能に当接する球殻状のガイド壁が周囲に形成されると共に中心部
には光源が配備されて、前記ガイド面上での前記ガイド壁の摺動による旋回動作によって
前記光源の光軸方向を変更可能な光源保持体と、
　前記ガイド壁の球面状の裏面に積層形成されて前記光源に導通接続された略球面状の光
源側接続端子と、
　前記光源側接続端子に対して摺動可能に弾性接触するように前記ベゼルの背面に固定さ
れると共に電源回路に導通接続される電源側接続端子と、
を備えたことを特徴とする室内照明装置。
【請求項２】
　前記電源側接続端子として、金属板のプレス成形により所定形状に形成されたバスバー
が使用され、該電源側接続端子の前記光源側接続端子との接触部は周囲よりも隆起した突
起形状に成形されていることを特徴とする請求項１に記載の室内照明装置。
【請求項３】
　前記電源側接続端子が前記光源側接続端子に当接する弾性接触力が、前記光源側接続端
子を有した前記光源保持体を前記ガイド面に押圧する付勢力としても作用し、前記電源側
接続端子が前記光源保持体を前記ガイド面に摺動自在に支える支持部材を兼ねていること
を特徴とする請求項１又は２に記載の室内照明装置。
【請求項４】
　照明光出射用の開口とこの開口の後方側に曲率中心を持ち前記開口の周囲に連絡する球
面状のガイド面とを備えて室内の内装部材に固定されるベゼルと、
　前記ガイド面の表面に球面状に積層形成されると共に電源回路に接続される電源側接続
端子と、
　中心部に光源を支持して前記ガイド面が形成する凹部の内側に旋回自在に配置されて旋
回動作によって前記光源の光軸方向を変更可能な光源保持体と、
　基端側が前記光源に導通接続されると共に先端側が前記光源保持体の外周面上に位置す
るように前記光源保持体に設けられて、前記光源保持体の外周面上に位置した先端側が前
記球面状の電源側接続端子に摺動可能に弾性接触する光源側接続端子と、
　前記光源保持体を旋回自在に、且つ前記光源側接続端子の先端側が前記電源側接続端子
に対して摺動可能に弾性接触した状態を維持するように、前記光源保持体を前記開口側に
押圧付勢する付勢手段と、
を備え、
たことを特徴とする室内照明装置。
【請求項５】
　前記ベゼルに装備される球面状のガイド面が、半球状以下の小さな部分的球面に形成さ
れていることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の室内照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源の光軸方向（光の照射方向）を調整可能な室内照明装置に関し、特に、
コンパクト化が要求される車両用として好適な室内照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　車両では、運転席の上部のルーフ部等に、光源の光軸方向を調整可能な室内照明装置を
装備したものがある。
　図７～図９は、光源の光軸方向を調整可能にした従来の照明装置の例を示している。
【０００３】
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　図７に示した照明装置１０１は、下記特許文献１に開示されたもので、光源（バルブ）
１０３を保持した光源保持体１０５の外周部に球殻状のガイド壁１０５ａを設ける一方、
車両の内装部材（トリム）１０７に固定されるベゼル１０９には前記ガイド壁１０５ａが
摺動自在に嵌合する球面状のガイド面１０９ａを設けたもので、ガイド面１０９ａ内の光
源保持体１０５を旋回動作させることにより、光軸ＣＬの方向を変えることができるよう
になっている。
【０００４】
　この照明装置１０１では、ガイド面１０９ａは、半球状よりも大きな球面になっている
。また、光源１０３への給電は、ガイド面１０９ａの後方の開口部１０９ｂから挿入され
た電源ケーブルを光源１０３に接続することにより実現する。
【０００５】
　図８に示した照明装置１２１は、下記特許文献２に開示されたもので、光源（バルブ）
１２３を保持した光源保持体１２５の外周面１２５ａを球面状に形成する一方、内装部材
１２７に固定されるベゼル１２９には前記外周面１２５ａが摺動自在に嵌合する球面状の
ガイド面１２９ａを設けたもので、ガイド面１２９ａ内の光源保持体１２５を旋回動作さ
せることにより、光軸ＣＬの方向を変えることができるようになっている。
【０００６】
　この照明装置１２１の場合も、外周面１２５ａやガイド面１２９ａは、半球状よりも大
きな略全球状の球面になっている。また、光源１２３への給電は、ガイド面１２９ａの後
方の開口部１２９ｂから挿入された電源ケーブル１３１を光源１２３に接続することによ
り実現している。
【０００７】
　図９に示した照明装置１４１は、下記特許文献３に開示されたもので、光源１４３を保
持した光源保持体１４５を、図のＸ方向に回動自在に支持する第１の回転支持機構１４６
と、前記Ｘ方向と直交するＹ方向に回動自在に支持する第２の回転支持機構１４７とを介
して、基台１４８に結合したもので、前述のＸ方向及びＹ方向へ光源保持体１４５を回動
させることで、光軸ＣＬの方向を変えることができるようになっている。
【０００８】
　この照明装置１４１の場合、各回転支持機構における回転軸と、この回転軸を軸支する
軸受部とが導電体で形成されていて、これらの軸支部が光源１４３への給電路として利用
されている。
【０００９】
【特許文献１】特開２００５－１２５８６８号公報
【特許文献２】特開２００５－３０６２７０号公報
【特許文献３】特開２００２－１６３９２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　ところが、図９に示したように、二つの回転支持機構１４６，１４７により光源１４３
の光軸ＣＬを可動にする構成は、可動部を構成する機構部品が多く必要になり、構成部品
の増大がコストアップを招くという問題が生じた。
【００１１】
　これに対して、図７や図８に示した照明装置１０１，１２１のように、球面同士の嵌合
部における摺動動作で光源１０３，１２３の光軸を可動にしたものは、可動部を構成する
機構部品の数量を少なく抑えることができる。
【００１２】
　しかし、図７や図８に示した従来の照明装置１０１，１２１の場合は、球面状のガイド
面１０９ａ，１２９ａを半球状よりも大きな球面にしていて、これらの球面状のガイド面
１０９ａ，１２９ａ内に光源保持体１０５の全体が完全に収容されてしまう構造のため、
ガイド面１０９ａ，１２９ａを提供するベゼル１０９，１２９は、複数の分割構造にしな
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ければならず、ベゼル１０９，１２９の構造が複雑化するという問題が生じた。
【００１３】
　さらに、図７や図８に示した従来の照明装置１０１，１２１の場合は、光源１０３，１
２３には、ベゼル１０９の後方の開口から引き込まれた給電線が接続されていて、光軸調
整時には、光源１０３，１２３の旋回動作に伴って給電線が振られるため、光源１０３，
１２３に接続される給電線に、光源１０３，１２３の旋回動作を許容するための余長を付
与すると同時に、給電線の余長を収容するスペースを、光源保持体１０５，１２５の後方
に確保しておく必要があり、光源保持体１０５の後方部分の寸法を縮めることが難しく、
例えば、設置スペースが限られる車両用室内照明装置に要求されているコンパクト化に応
えることが難しいという問題があった。
【００１４】
　本発明の目的は、上記課題を解消することに係り、比較的に少ない可動部品で光源の光
軸方向を調整可能にでき、また、光源保持体の後方の寸法を縮めてコンパクト化を図るこ
とができ、設置スペースが限られる車両用室内照明装置に要求されているコンパクト化に
も適した室内照明装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の前述した目的は、下記の構成により達成される。
（１）　照明光出射用の開口とこの開口の後方側に曲率中心を持ち前記開口の周囲に連絡
する球面状のガイド面とを形成され室内の内装部材に固定されるベゼルと、
　前記ガイド面に摺動可能に当接する球殻状のガイド壁が周囲に形成されると共に中心部
には光源が配備されて、前記ガイド面上での前記ガイド壁の摺動による旋回動作によって
前記光源の光軸方向を変更可能な光源保持体と、
　前記ガイド壁の球面状の裏面に積層形成されて前記光源に導通接続された略球面状の光
源側接続端子と、
　前記光源側接続端子に対して摺動可能に弾性接触するように前記ベゼルの背面に固定さ
れると共に電源回路に導通接続される電源側接続端子と、
を備えたことを特徴とする室内照明装置。
【００１６】
（２）　前記電源側接続端子として、金属板のプレス成形により所定形状に形成されたバ
スバーが使用され、該電源側接続端子の前記光源側接続端子との接触部は周囲よりも隆起
した突起形状に成形されていることを特徴とする前記（１）に記載の室内照明装置。
【００１７】
（３）　前記電源側接続端子が前記光源側接続端子に当接する弾性接触力が、前記光源側
接続端子を有した前記光源保持体を前記ガイド面に押圧する付勢力としても作用し、前記
電源側接続端子が前記光源保持体を前記ガイド面に摺動自在に支える支持部材を兼ねてい
ることを特徴とする前記（１）又は（２）に記載の室内照明装置。
【００１８】
（４）　照明光出射用の開口とこの開口の後方側に曲率中心を持ち前記開口の周囲に連絡
する球面状のガイド面とを備えて室内の内装部材に固定されるベゼルと、
　前記ガイド面の表面に球面状に積層形成されると共に電源回路に接続される電源側接続
端子と、
　中心部に光源を支持して前記ガイド面が形成する凹部の内側に旋回自在に配置されて旋
回動作によって前記光源の光軸方向を変更可能な光源保持体と、
　基端側が前記光源に導通接続されると共に先端側が前記光源保持体の外周面上に位置す
るように前記光源保持体に設けられて、前記光源保持体の外周面上に位置した先端側が前
記球面状の電源側接続端子に摺動可能に弾性接触する光源側接続端子と、
　前記光源保持体を旋回自在に、且つ前記光源側接続端子の先端側が前記電源側接続端子
に対して摺動可能に弾性接触した状態を維持するように、前記光源保持体を前記開口側に
押圧付勢する付勢手段と、
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を備え、
たことを特徴とする室内照明装置。
【００１９】
（５）　前記ベゼルに装備される球面状のガイド面が、半球状以下の小さな部分的球面に
形成されていることを特徴とする前記（１）～（４）のいずれかに記載の室内照明装置。
【００２０】
　上記（１）の構成によれば、光源の光軸方向の調整に必要な光源保持体の旋回動作は、
光源保持体とベゼルとの間の球面同士の摺動可能な当接により実現しているため、直交す
る２軸に対して回動可能に２つの回転支持機構を組み込むような構成を採用する場合と比
較して、少ない可動部品で光源の光軸方向を調整可能にでき、部品点数の削減により照明
装置のコスト低減を図ることができる。
【００２１】
　また、光源への給電路には、光源側の球面状の端子と、この光源側の端子に対して摺動
可能に弾性接触する電源側の接続端子とを介在させることで、光源保持体の旋回時に給電
線が振られることがなくなる。そのため、光源への給電のためにベゼル内に引き込まれる
給電線に光源保持体の旋回動作を許容するための余長を付与する必要がなくなると同時に
、給電線の余長を収容するための大きなスペースを光源保持体の後方に装備する必要もな
くなる。
【００２２】
　従って、光源保持体の後方の寸法を縮めて装置のコンパクト化を図ることができ、設置
スペースが限られる車両用室内照明装置に要求されているコンパクト化にも応えやすい。
【００２３】
　上記（２）の構成によれば、バスバーを使用した電源側接続端子は、金属板のばね性を
利用する板ばね構造にすることで、光源側接続端子に対して安定した弾性接触の確保が容
易になると共に、機械的な強度を確保することが容易になり、電気的な接続特性を向上さ
せることができる。
【００２４】
　また、バスバーの光源側接続端子との接触部を周囲よりも隆起した突起形状に成形した
ことで、バスバーと光源側接続端子との間の摺動抵抗を抑えて、光源保持体の旋回操作を
容易にすることができる。
【００２５】
　上記（３）の構成によれば、電源側接続端子が、光源保持体をガイド面に摺動自在に支
える支持部材を兼ねるため、光源保持体をガイド面に摺動自在に支える専用の支持部材が
不要で、構成部品の低減を図ることができる。また、回路部品である電源側接続端子の組
み付けによって、光源保持体のガイド面への固定作業が完了するため、組み立て作業を軽
減することもできる。
【００２６】
　なお、電源側接続端子を支持部材に兼用するには、電源側接続端子に機械的な強度を確
保することが必要で、上記（２）に記載のように、電源側接続端子にバスバーを使用する
ことが有効である。
【００２７】
　上記（４）の構成によれば、光源の光軸方向の調整に必要な光源保持体の旋回動作は、
光源保持体がベゼルの球面状のガイド面に沿って旋回することで実現しているため、直交
する２軸に対して回動可能に２つの回転支持機構を組み込むような構成を採用する場合と
比較して、少ない可動部品で光源の光軸方向を調整可能にでき、上記（１）に記載した室
内照明装置の場合と同様に、部品点数の削減により照明装置のコスト低減を図ることがで
きる。
【００２８】
　また、光源への給電路には、球面状の電源側接続端子と、この電源側接続端子に対して
摺動可能に弾性接触する光源側接続端子とを介在させることで、光源保持体の旋回時に給
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電線が振られることがなくなる。そのため、光源への給電のためにベゼル内に引き込まれ
る給電線に光源保持体の旋回動作を許容するための余長を付与する必要がなくなると同時
に、給電線の余長を収容するための大きなスペースを光源保持体の後方に装備する必要も
なくなる。
【００２９】
　従って、光源保持体の後方の寸法を縮めて装置のコンパクト化を図ることができ、設置
スペースが限られる車両用室内照明装置に要求されているコンパクト化にも応えやすい。
【００３０】
　上記（５）の構成によれば、球面状のガイド面を半球状よりも大きな球面とした場合に
生じていた問題（即ち、ガイド面内に光源保持体を組み込むためにガイド面を有するベゼ
ルを複数の分割構造にしなければならないという問題）が解消され、ベゼルを単一部品に
形成して、部品点数の増大を抑制することができる。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明による室内照明装置によれば、光源の光軸方向の調整に必要な光源保持体の旋回
動作は、光源保持体がベゼルの球面状のガイド面に沿って旋回することで実現しているた
め、直交する２軸に対して回動可能に２つの回転支持機構を組み込むような構成を採用す
る場合と比較して、少ない可動部品で光源の光軸方向を調整可能にでき、部品点数の削減
により照明装置のコスト低減を図ることができる。
【００３２】
　また、光源への給電路には、球面状に形成された一方の接続端子と、この一方の接続端
子に対して摺動可能に弾性接触する他方の接続端子とを介在させているため、光源保持体
の旋回時に給電線が振られることがなくなる。そのため、光源への給電のためにベゼル内
に引き込まれる給電線に光源保持体の旋回動作を許容するための余長を付与する必要がな
くなると同時に、給電線の余長を収容するための大きなスペースを光源保持体の後方に装
備する必要もなくなる。
【００３３】
　従って、光源保持体の後方の寸法を縮めて装置のコンパクト化を図ることができ、設置
スペースが限られる車両用室内照明装置に要求されているコンパクト化にも応えやすい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　以下、本発明に係る室内照明装置の好適な実施形態について、図面を参照して詳細に説
明する。
【００３５】
　図１は本発明に係る室内照明装置の第１実施形態の縦断面図、図２は図１のＢ矢視図、
図３は図１の要部の拡大図、図４は図３に示した電源側接続端子に使用される端子板の説
明図である。
【００３６】
　この第１実施形態の室内照明装置１は、車両のドアや天井等に室内灯として取り付けら
れるもので、車両のドアや天井等の内装部材に固定されるベゼル３と、このベゼル３に取
り付けられると共に中心部に光源（電球）５が装着される光源保持体７と、光源５への給
電回路として装備される光源側接続端子９及び電源側接続端子１１とを備えている。
【００３７】
　ベゼル３は、照明光出射用の開口３ａと、この開口３ａの後方側に曲率中心を持ち開口
３ａの周囲に連絡する球面状のガイド面３ｂとを備えている。
【００３８】
　光源保持体７は、ガイド面３ｂに摺動可能に当接する球殻状のガイド壁７ａが周囲に形
成されると共に、中心部には光源５が装着される光源装着部７ｂが窪んで形成されている
。また、光源装着部７ｂの前面部には、光源５の前方を覆って照明光の拡散や集光を調整
するためのレンズ１４が装備されている。
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【００３９】
　以上の構造の光源保持体７は、ガイド壁７ａがベゼル３のガイド面３ｂに当接するよう
にベゼル３の内側に組み付けられて、ガイド面３ｂ上でのガイド壁７ａの摺動により、図
１に矢印Ａで示す旋回動作が可能になる。この旋回動作をさせることによって、光源５の
光軸方向を任意方向に変更可能である。
【００４０】
　光源側接続端子９は、図２にも示すように、ガイド壁７ａの球面状の裏面に積層形成さ
れた一対の略球面状の端子９ａ，９ｂと、これらの球面状端子９ａ，９ｂを光源５の＋極
，－極に導通接続する一対のリード端子９ｃ，９ｄとから構成されている。
【００４１】
　略球面状の端子９ａ，９ｂは、ガイド壁７ａの裏面の球面を、略２分割する円弧板状に
設けられている。端子９ａと端子９ｂとの間は離間している。
【００４２】
　電源側接続端子１１は、図３にも示しているように、光源側接続端子９に対して摺動可
能に弾性接触するようにベゼル３の背面に固定される一対の摺動接続端子１１ａ，１１ｂ
と、これらの摺動接続端子１１ａ，１１ｂを電源回路に導通接続するリード線１１ｃ，１
１ｄとから構成されている。
【００４３】
　各摺動接続端子１１ａ，１１ｂの装備位置は、図２に示すように、初期位置にある略球
面状の端子９ａ，９ｂの周方向の中央で当接するように、設定されている。
【００４４】
　摺動接続端子１１ａ，１１ｂは、金属板のプレス成形により板ばね状に形成したもので
、図４に示すように、光源側接続端子９との接触部は周囲よりも隆起した突起形状１３に
成形されている。
【００４５】
　また、この摺動接続端子１１ａ，１１ｂは、ベゼル３の裏面に着脱可能に取り付けられ
る樹脂製支持片１５により、突起形状１３が略球面状の端子９ａ，９ｂに接触した状態と
なるように、支持されている。
【００４６】
　樹脂製支持片１５は、図３に示すように、ベゼル３のガイド面３ｂを有した隆起部３ｃ
の外周囲から起立するようにベゼル３に固定された基端柱部１５ａと、この基端柱部１５
ａから隆起部３ｃの外周部の上を跨いで略球面状の端子９ａ，９ｂに対向する位置まで延
出した端子支持部１５ｂとを具備した構造で、端子支持部１５ｂに摺動接続端子１１ａ，
１１ｂが固定されている。
【００４７】
　なお、本実施形態では、電源側接続端子１１の摺動接続端子１１ａ，１１ｂが光源側接
続端子９の略球面状の端子９ａ，９ｂに当接する弾性接触力が、光源側接続端子９を有し
た光源保持体７をガイド面３ｂに押圧する節度用の付勢力としても作用し、電源側接続端
子１１が光源保持体７をガイド面３ｂに節度感を持って摺動自在に支える支持部材を兼ね
ている。
【００４８】
　以上の樹脂製支持片１５，１６は、ベゼル３のガイド面３ｂによる凹みに光源保持体７
を装着した後で、ベゼル３の裏面に取り付けられる。また、樹脂製支持片１５，１６を取
り付けた後に、電源側接続端子１１が樹脂製支持片１５に取り付けられる。
【００４９】
　また、本実施形態では、図２に示したように、光源保持体７をガイド面３ｂに安定して
支えるために、隆起部３ｃの外周部の４箇所に、樹脂製支持片１６を装備している。
【００５０】
　これらの樹脂製支持片１６は、樹脂製支持片１５と同様な構造で、隆起部３ｃの外周部
の上を跨いで略球面状の端子９ａ，９ｂに対向する位置まで延出した部位が略球面状の端
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子９ａ，９ｂをガイド面３ｂ側に押圧して、光源保持体７をガイド面３ｂに摺動自在に支
える。
【００５１】
　また、本実施形態の場合、ベゼル３に装備される球面状のガイド面３ｂや、光源保持体
７のガイド壁７ａは、いずれも、半球状以下の小さな部分的球面に形成されている。
【００５２】
　そのため、ベゼル３は周方向に分割する構造としなくても、光源保持体７をベゼル３の
背部側からガイド面３ｂに装着することができる。
【００５３】
　以上に説明した第１実施形態の室内照明装置１では、光源５の光軸方向の調整に必要な
光源保持体７の旋回動作は、光源保持体７とベゼル３との間の球面同士の摺動可能な当接
により実現しているため、直交する２軸に対して回動可能に２つの回転支持機構を組み込
むような構成を採用する場合と比較して、少ない可動部品で光源５の光軸方向を調整可能
にでき、部品点数の削減により照明装置のコスト低減を図ることができる。
【００５４】
　また、光源５への給電路には、光源側の球面状の端子９ａ，９ｂと、この光源側の端子
９ａ，９ｂに対して摺動可能に弾性接触する電源側の摺動接続端子１１ａ，１１ｂとを介
在させることで、光源保持体７の旋回時に給電線が振られることがなくなる。そのため、
光源５への給電のためにベゼル３内に引き込まれる給電線に光源保持体７の旋回動作を許
容するための余長を付与する必要がなくなると同時に、給電線の余長を収容するための大
きなスペースを光源保持体７の後方に装備する必要もなくなる。
【００５５】
　従って、光源保持体７の後方の寸法を縮めて装置のコンパクト化を図ることができ、設
置スペースが限られる車両用室内照明装置に要求されているコンパクト化にも応えやすい
。
【００５６】
　また、本実施形態の室内照明装置１では、電源側接続端子１１が光源保持体７をガイド
面３ｂに摺動自在に支える支持部材を兼ねている。
【００５７】
　そのため、光源保持体７をガイド面３ｂに摺動自在に支える専用の支持部材を低減する
ことができ、構成部品の低減を図ることができる。また、回路部品である電源側接続端子
１１の組み付けによって、光源保持体７のガイド面３ｂへの固定作業が完了するため、組
み立て作業を軽減することもできる。
【００５８】
　更に、本実施形態の室内照明装置１では、ベゼル３に装備される球面状のガイド面３ｂ
が、半球状以下の小さな部分的球面に形成されている。
【００５９】
　そのため、球面状のガイド面３ｂを半球状よりも大きな球面とした場合に生じていた問
題（即ち、ガイド面３ｂ内に光源保持体７を組み込むためにガイド面３ｂを有するベゼル
３を複数の分割構造にしなければならないという問題）が解消され、ベゼル３を単一部品
に形成して、部品点数の増大を抑制することができる。
【００６０】
　図５は、発明に係る室内照明装置の第２実施形態の縦断面図である。
　ここに示した室内照明装置１Ａは、図１に示した室内照明装置１の電源側接続端子１１
の代わりに、金属板のプレス成形により所定形状に形成されたバスバー１１Ａを使用した
もので、それ以外の構成は第１実施形態と共通で良い。
　第１実施形態と共通の構成には同番号を付して、説明を省略する。
【００６１】
　バスバー１１Ａは、ベゼル３の裏面に着脱可能に装着される樹脂製支持片１５Ａに突出
形成されたボス部２１や、ベゼル３の裏面に突出形成されたボス部２３との嵌合で、ベゼ
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ル３の裏面側に固定されている。
【００６２】
　また、光源保持体７のガイド壁７ａの裏面に装備された略球面状の端子９ａ，９ｂに摺
動可能に弾性接触するバスバー１１Ａの接触部は図４に示した端子形状と同様に、周囲よ
りも隆起した突起形状に成形されている。
【００６３】
　このように電源側接続端子として使用されるバスバー１１Ａは、金属板のばね性を利用
する板ばね構造にすることで、光源側接続端子９に対して安定した弾性接触の確保が容易
になると共に、機械的な強度を確保することが容易になり、電気的な接続特性を向上させ
ることができる。
【００６４】
　また、バスバー１１Ａの光源側接続端子９との接触部を周囲よりも隆起した突起形状に
成形したことで、バスバー１１Ａと光源側接続端子９との間の摺動抵抗を抑えて、光源保
持体７の旋回操作を容易にすることができる。
【００６５】
　図６は本発明に係る室内照明装置の第３実施形態の縦断面図である。
　ここに示した室内照明装置１Ｂも、車両のドアや天井等に室内灯として取り付けられる
もので、車両のドアや天井等の内装部材に固定されるベゼル３と、このベゼル３に取り付
けられる電源側接続端子１１Ｂと、前記ベゼル３内に取り付けられると共に中心部に光源
５が装着される光源保持体７Ｂと、この光源保持体７Ｂに取り付けられる光源側接続端子
９Ｂと、光源保持体７Ｂをベゼル３に弾性支持する付勢手段２５とを備えている。
【００６６】
　ベゼル３は、第１実施形態のものと同様な構成で、照明光出射用の開口３ａと、この開
口３ａの後方側に曲率中心を持ち開口３ａの周囲に連絡する球面状のガイド面３ｂとを備
えている。
【００６７】
　電源側接続端子１１Ｂは、ガイド面３ｂの表面に球面状に積層形成される球面状端子部
３１ａ，３１ｂと、この球面状端子部３１ａ，３１ｂに連設されて電源回路に接続される
電源接続部３２ａ，３２ｂとを有した構成で、球面状端子部３１ａ，３１ｂは図２に示し
た略球面状の端子９ａ，９ｂと同様の形態に形成されている。
【００６８】
　電源側接続端子１１Ｂは、金属板のプレス成形により形成されるバスバーを使用しても
良い。
【００６９】
　光源保持体７Ｂは、中心部に光源５を支持する有底円筒状の光源装着部４１と、この光
源装着部４１の前縁から後方に延出する球殻状の端子支持部４２とを備えて、ガイド面３
ｂが形成する凹部の内側に旋回自在に配置されて、旋回動作によって光源５の光軸方向を
変更する。
【００７０】
　光源側接続端子９Ｂは、端子支持部４２の内側に配設されて基端側が前記光源５に導通
接続される光源側回路部５１ａ，５１ｂと、これらの光源側回路部５１ａ，５１ｂの先端
から延出して先端が端子支持部４２の外周面上に位置するように端子支持部４２の外周面
に配置される摺接用回路部５２ａ，５２ｂとを備えている。
【００７１】
　そして、端子支持部４２の外周面上に位置した摺接用回路部５２ａ，５２ｂの先端側に
は、球面状端子部３１ａ，３１ｂ側に突出した隆起部５４が形成されていて、この隆起部
５４が電源側接続端子１１Ｂの球面状端子部３１ａ，３１ｂに摺動可能に弾性接触してい
る。
【００７２】
　付勢手段２５は、例えば圧縮コイルばねで、光源保持体７Ｂの背面側に配置されて、光
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源保持体７Ｂを旋回自在に、且つ前記光源側接続端子９Ｂの先端側の隆起部５４が前記電
源側接続端子１１Ｂの球面状端子部３１ａ，３１ｂに対して摺動可能に弾性接触した状態
を維持するように、光源保持体７Ｂを開口３ａ側に押圧付勢している。
【００７３】
　付勢手段２５は、ベゼル３の背面に固定される押さえ板５５により、位置決め固定され
ている。
【００７４】
　この第３実施形態の室内照明装置１Ｂの構成では、光源５の光軸方向の調整に必要な光
源保持体７Ｂの旋回動作は、光源保持体７Ｂがベゼル３の球面状のガイド面３ｂに沿って
旋回することで実現しているため、直交する２軸に対して回動可能に２つの回転支持機構
を組み込むような構成を採用する場合と比較して、少ない可動部品で光源５の光軸方向を
調整可能にでき、第１実施形態の室内照明装置１の場合と同様に、部品点数の削減により
照明装置のコスト低減を図ることができる。
【００７５】
　また、光源５への給電路には、電源側接続端子１１Ｂの球面状端子部３１ａ，３１ｂと
、これらの球面状端子部３１ａ，３１ｂに対して摺動可能に弾性接触する光源側接続端子
９Ｂの摺接用回路部５２ａ，５２ｂとを介在させることで、光源保持体７Ｂの旋回時に給
電線が振られることがなくなる。
【００７６】
　そのため、光源５への給電のためにベゼル３内に引き込まれる給電線に光源保持体７Ｂ
の旋回動作を許容するための余長を付与する必要がなくなると同時に、給電線の余長を収
容するための大きなスペースを光源保持体７Ｂの後方に装備する必要もなくなる。
【００７７】
　従って、第１実施形態の室内照明装置１の場合と同様に、光源保持体７Ｂの後方の寸法
を縮めて装置のコンパクト化を図ることができ、設置スペースが限られる車両用室内照明
装置１に要求されているコンパクト化にも応えやすい。
【００７８】
　なお、本発明の室内照明装置の用途は、車両用に限定されない。例えば、家屋等におい
て、室内の内装壁に埋め込み装備される照明装置としても使用可能である。
【００７９】
　また、光源への給電のために配置され光源側接続端子や電源側接続端子の取り付け位置
や、装備数量、形状等は、上記実施形態に限定するものではなく、本発明の趣旨を逸脱し
ない範囲で、適宜に設計変更することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００８０】
【図１】本発明に係る室内照明装置の第１実施形態の縦断面図である。
【図２】図１のＢ矢視図である。
【図３】図１の要部の拡大図である。
【図４】図３に示した電源側接続端子に使用される端子板の説明図である。
【図５】本発明に係る室内照明装置の第２実施形態の縦断面図である。
【図６】本発明に係る室内照明装置の第３実施形態の縦断面図である。
【図７】従来の室内照明装置の第１の例の縦断面図である。
【図８】従来の室内照明装置の第２の例の縦断面図である。
【図９】従来の室内照明装置の第３の例の斜視図である。
【符号の説明】
【００８１】
　１，１Ａ，１Ｂ　室内照明装置
　３　ベゼル
　３ａ　開口
　３ｂ　ガイド面
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　５　光源
　７，７Ｂ　光源保持体
　７ａ　ガイド壁
　７ｂ　光源装着部
　９，９Ｂ　光源側接続端子
　９ａ，９ｂ　略球面状の端子
　１１　電源側接続端子
　１１Ａ　電源側接続端子（バスバー）
　１１Ｂ　電源側接続端子（バスバー）
　１１ａ，１１ｂ　摺動接続端子
　１１ｃ，１１ｄ　リード線
　１３　突起形状
　１５，１６　樹脂製支持片
　２１、２３　ボス部
　３１ａ，３１ｂ　球面状端子部
　３２ａ，３２ｂ　電源接続部
　５１ａ，５１ｂ　光源側回路部
　５２ａ，５２ｂ　摺接用回路部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】
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